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 先週の 22 日～23 日、栃木のハッキョで第 3 回セッピョル学園が行われました。今までの２回は茨城で行われていましたが、

震災の影響で開催が危ぶまれていたところ、栃木の青商会が名乗り出てくれて開催できることになったそうです。 

 初日は６校（茨城、群馬、福島、新潟、東北、栃木）のウリハッキョの子供たちが一堂に集まって交流会などを行いました。こ

の二日間は各学年別にクラス分けされて１年生は１８名だったそうです！ 夜は教室の布団を敷いて寝ました。 

二日目は６県の学父母、同胞を交えて９５０人が参加しての運動会が行われました。（福島からは学生教員の他に６３名が

参加しました。） 

２００名の学生による入場行進、棒取り、騎馬戦などの競技のたびに観客席からは「いつもこれぐらいの人数がいたらね～」

の声が… 午後からは七輪を囲んでの焼肉！その合間に朝大軽音楽団、各ハッキョ別の公演が行われました。福島の学生

たちも遊戯や歌を頑張っていました。そして、この日のイベントに参加するために「韓国」から「モンダンヨンピル」のみなさんが

駆け付けてくれました。この団体の方々は「韓国」から日本でのウリ民族教育を支援してくださっている方々で、この日は青商

会が運営するＮＰＯ法人ウリハッキョ（弁護士を目指すウリハッキョ卒業生に対する支援や民族教育発展のための活動を主に

行う）に１，０００万円の支援金を届けてくださいました。俳優で「モンダンヨンピル」代表のコン・ヘヒョさんは「韓国で在日同胞

の民族教育にこんなに支援が集まったのは奇跡です。しかし異国で６５年間民族教育を行ってきた皆さんの熱意こそが奇跡

なのです。同胞のみなさん、あきらめないで引き続き頑張ってください！」と熱く語り会場から大きな拍手を受けていました。最

後に各県の青商会会長が紹介され、福島の劉潤哲会長は震災と原発事故で困難を負っている福島に大きな支援送ってくれ

た各地の同胞たちに感謝を伝え、これからもハッキョと同胞社会のために頑張っていくと語りました。 

 宮城会長からは来年は東北の新しい校舎で北海道のハッキョも交えてセッピョル学園を開催するとの提案があり、会場から

は大きな拍手がわいていました。たった２日間ではあったものの日頃少人数での学校生活を送っている子供たちにとっては

「マンモス校」の体験ができた素晴らしい日々だったことでしょう！ 

県商工会が企画する（ウリ信用組合、県青商会

共同主催）セミナーが行われます。 

今回のテーマは「武器としての在日コリアン」 

以前はマイナスイメージでとらえることが多かっ

た「在日」が 100 年を経た在日同胞史と 21 世紀と

いう時代の転換の中で「武器」になりえるとこにつ

いて考えます。 

 

講 師 朝鮮商工新聞 金昌宣編集長 

日 時 10 月 1 日（土） 午後 2 時～ 

場 所 ウリ信用組合 福島支店 2 階会議室 

参加費 1,000 円 

＊詳細は県商工会（024-922-2542）へ問い合わせ

てください。 

 

 

 毎年新潟で行われるこのイベントが今年は「福島の子どもたちと

ともに」のテーマの下で10月16日に新潟のハッキョで行われます。

福島・新潟ハッキョの公演の他日本学校の公演、歌劇団公演、ジャ

グリングショーや抽選会など盛りだくさんの内容です。 

 当日は本部会館よりバスが出ます。午前 7 時 30 分出発 

10 月 16 日（日） 開場 10:30 開演 10:45 

新潟朝鮮初中級学校 運動場 （雨天時は体育館） 

 

 

11 月 14 日（月） 午前 11 時～   郡山ビューホテルアネックス 

内容： 1 部セミナー 講師 統国寺住職 チェ ムエ スニム 

2 部食事会 

＊スケジュール調整よろしくお願いします。 


